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【 お 問 合 せ 】 須 木 分 館

　 ☎ 四 八 ‐ 二 九 五 四

須 木 分 館 の 旬 な 情

報 や 話 題 を お 届 け

し ま す 。

お す す め 本 の 紹 介
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全 2 0 人 の 勇 気 や あ き

ら め な い 強 さ に 感 動 ！

『 １ ０ 分 で 読 め る 宇 宙

や 世 界 を 冒 険 し た 人 の

伝 記 』

監 修 ・ 塩 谷 　 京 子

発 行 ・ 学 研 教 育 出 版

即 実 践 ！ 簡 単 ＆ 身 近 な

も の で 作 れ る 小 物 。

『 ハ ン ド メ イ ド レ ク で

元 気 ！ 手 づ く り 雑 貨 』

著 者 ・ 寺 西 　 恵 里 子

発 行 ・ 朝 日 新 聞 出 版



開
催
日
：
９
月
５
日
（
土
）

場
　
所
：
須
木
地
区
体
育
館

時
　
間
：
午
前
９
時
３
０
分
～

＊
園
児
が
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
踊
り
や
走
り
を
披
露
し
ま

す
。
多
く
の
方
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
ま
す
。

　
須
木
地
域
協
議
会
で
は
、
毎
月
１
回
、
須
木
地
区
の
事
業
に
関
す
る
こ
と
や
、
須
木
地
区
の
活
性
化
な
ど
を
協
議

す
る
「
地
域
協
議
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
以
下
、
７
月
３
０
日
に
行
わ
れ
た
地
域
協
議
会
の
主
な
内
容
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

７
月
３
０
日
（
木
）
開
催

（
１
）
設
置
期
間
満
了
後
の
地
域
自
治
区
に
つ
い
て

　
会
長
よ
り
、
地
域
自
治
区
に
つ
い
て
は
地
方
創
生
を
含
め
て
今
後
、
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
旨
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

（
２
）
地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
各
委
員
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
須
木
地
区
の
産
業
・
農
業
の
現
状
・
経
過
を
検
証
し
、
次

回
か
ら
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
も
み
じ
の
里
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
も
時
期
を
み
て
現
場
視
察
し
、
検
証
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

（
３
）
平
成
２
７
年
度
６
月
補
正
予
算
の
主
な
事
業
（
須
木
庁
舎
分
）
に
つ
い
て

　
平
成
２
７
年
度
６
月
補
正
予
算
の
事
業
内
容
が
事
務
局
か
ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
振
興
課
の
「
須
木
ま
ち
づ

く
り
計
画
策
定
支
援
委
託
料
」
に
つ
い
て
は
、
地
方
創
生
を
絡
め
て
須
木
地
区
住
民
の
意
見
を
集
約
し
て
作
成
し
て

い
く
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

（
４
）
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
数
の
動
向
に
つ
い
て

　
事
務
局
よ
り
、
小
規
模
校
の
課
題
や
メ
リ
ッ
ト
が
説
明
さ
れ
て
い
る
資
料
が
配
布
さ
れ
、
今
後
、
学
校
問
題
に
つ

い
て
検
討
す
る
際
は
こ
の
内
容
を
加
味
し
て
い
た
だ
く
よ
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
須
木
地
区
の
活
性
化
の
た
め
に
協
議
を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
須
木

庁
舎
地
域
振
興
課
（
℡
４
８
－
３
１
３
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
平
成
２
７
年
８
月
１
２
日
（
水
）
、
奈
佐
木
地
区
体
育

館
で
、
消
防
団
の
若
者
が
中
心
と
な
り
、
奈
佐
木
夏
祭
り

が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
体
育
館
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
復
活
祭
と
い
う
事
で
、
多
く
の
地
区
住
民

が
来
場
し
、
太
鼓
演
奏
や
余
興
な
ど
が
催
さ
れ
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
８
月
２
日
、
防
犯
モ
デ
ル
地
区
事
業
と
し
て
永
田
地

区
役
員
の
皆
さ
ん
が
未
然
の
事
故
防
止
を
推
進
し
よ
う

と
、
区
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
及
び
道
路
標
識
の
清
掃
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　
８
月
１
日
（
土
）
に
須
木
小
学
校
・
須
木
中
学
校
生
徒
が
、

出
身
地
区
の
公
民
館
に
登
校
し
、
地
区
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
行

う
故
郷
（
ふ
る
さ
と
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
3
回
目
の
取
り
組
み
と
な
り
、
各
地
区
で
様
々
な
交
流

イ
ベ
ン
ト
や
昼
食
会
を
実
施
し
、
取
材
に
伺
っ
た
永
田
地
区
で

は
、
小
林
警
察
署
、
須
木
分
遣
所
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
交
通

安
全
や
防
災
に
つ
い
て
の
勉
強
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
パ
ト
カ
ー
や
消
防
車
・
救
急
車
の
車
内
見
学
で
は
、
生
徒
達

は
初
め
て
見
る
緊
急
車
両
に
興
味
津
々
の
様
子
で
し
た
。
昼
食

に
は
育
成
会
が
準
備
し
た
カ
レ
ー
や
流
し
ソ
ー
メ
ン
を
、
地
区

の
皆
さ
ん
と
い
ろ
ん
な
楽
し
い
話
を
し
な
が
ら
食
べ
て
、
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　 七 月 二 十 六 日 （ 日 ） に 開 催 さ れ た 、 西 諸 支 部

操 法 大 会 に 、 第 七 分 団 第 七 部 （ 内 山 ） と 第 七 分

団 第 五 部 （ 奈 佐 木 ） が 、 小 林 市 代 表 と し て 出 場

し ま し た 。

　 当 日 は 、 操 法 員 、 団 員 共 に 気 合 い の 入 っ た 表

情 で 、 多 く の 方 が 見 守 る 中 、 競 技 に 臨 み ま し

た 。
　 西 諸 各 市 町 代 表 の 集 ま る レ ベ ル の 高 い 操 法 競

技 が 披 露 さ れ る 中 で 、 小 型 ポ ン プ の 部 で 見 事 に

第 五 部 （ 奈 佐 木 ） が 優 勝 、 小 型 ポ ン プ 積 載 車 の

部 で 惜 し く も 第 七 部 が 三 位 と な り ま し た 。 五 月

か ら 続 い た 、 連 日 連 夜 の 練 習 の 成 果 を 見 事 に 発

揮 し て く れ ま し た 。

　 第 五 部 指 揮 者 の 斉 藤 さ ん は 、 「 今 年 か ら 挑 戦

し た 小 型 ポ ン プ の 部 で 優 勝 で き た 事 が 嬉 し い 。

来 年 は 県 大 会 が あ る の で 、 県 制 覇 を 目 標 に 今 後

の 訓 練 に 励 ん で い き た い 」 と 話 さ れ ま し た 。 　
平
成
２
７
年
７
月
３
１
日
（
金
）
、
旧
鳥
田
町
小
学

校
体
育
館
で
、
鳥
田
町
活
性
化
委
員
会
主
催
の
夏
祭
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
天
候
も
良
く
多
く
の
地
区
住
民
が
来
場

し
、
地
区
婦
人
会
に
よ
る
出
店
や
名
物
と
な
っ
た
須
木

弁
コ
ン
ト
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
と
盛
り
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト

で
、
会
場
も
盛
大
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
平
成
２
７
年
８
月
２
２
日
（
土
）
、
内
山
福
祉
セ
ン
タ
ー
広
場
で
、

夕
涼
み
実
行
委
員
会
主
催
の
内
山
地
区
夕
涼
み
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
地
区
婦
人
会
や
消
防
団
に
よ
る
手
料
理
の
出
店
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

ビ
ン
ゴ
大
会
が
実
施
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
野
尻
地
区
か
ら
も
多
く
の
来
賓
や
来
場
者
が
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
も

紙
屋
地
区
の
太
鼓
の
皆
さ
ん
が
演
奏
す
る
な
ど
、
会
場
で
は
交
流
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
長
の
立
元
記
久
夫
さ
ん
は
、
「
内
山
区
民
を
は
じ
め
、
区

外
に
出
た
内
山
出
身
の
人
も
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
祭
り
で
あ

り
、
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。


